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１　企画の趣旨


２　個別提案内容
ア　調査対象者の選定・目標回答数達成のための手法
　　（対象言語を追加提案する場合は、その言語）













イ　質問項目
　　
	調査項目
※必要に応じて追加すること
	設問
※行は適宜追加・削除すること
	選択肢
※自由記載の場合はその旨記載すること

	回答者の基本属性
	（記入例）
あなたの年齢は次のどれですか
	（記入例）
①～１９歳、②２０～２９歳、③３０～３９歳、④４０～４９歳、⑤５０～５９歳、⑥６０～６９歳、⑦７０歳～

	
	
	


	
	
	


	日本語能力
	（記入例）
あなたは、日本語がどのくらいできますか（聞く能力）
	（記入例）
①テレビのニュース、ドラマを聞いて、理解できる
②相手の言うことを聞いて、大体理解できる
③相手がゆっくり話せば聞いて、理解できる
④単語だけ聞き取れる
⑤ほとんど聞き取れない

	
	
	


	
	
	


	日本語の使用
	（記入例）
次のようなとき，あなたは日本語が不自由なために，困ったことがありますか。
	（記入例）
①近所付き合いで
②電車やバスに乗るとき
③日常生活や買い物で
④役所の手続で
⑤郵便局・銀行での手続で
⑥仕事を探すとき
⑦仕事で
⑧病気になったとき
⑨学校の先生と話すとき
⑩その他
⑪困ったことはない


	
	
	


	
	
	


	
	
	


	
	
	


	
	
	


	日本語の学習
	（記入例）
どのような環境があれば，日本語を学びたいですか　
	①時間的な余裕があれば学びたい
②金銭的な余裕があれば学びたい
③無料の日本語教室があれば学びたい
④日本語教室と時間が合えば学びたい
⑤日本語教室が近くにあれば学びたい　　
⑥自分の学びたいことと，日本語教室の教え方や内容，レベルが合えば学びたい
⑦良い教科書があれば学びたい
⑧日本語学習用のテレビ番組があれば学びたい　
⑨日本語学習用のインターネットのページやアプリのプログラムがあれば学びたい
⑩日本語学習用の通信教育のプログラムがあれば学びたい

	
	
	


	
	
	


	
	
	


	
	
	







ウ　調査結果の分析方法



















　※本様式以外に添付したい補足資料等がある場合は、用紙は全てA4判とし、企画提案概要説明書の最後に綴じること。
